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つ とに感 じていること

小 川 秀 道

さ きに厚 生 省 が発 表 した調 査結 果 に よ る と、 昭和52年

12月 末 現 在 の わ が国 の医 師 数 は 、138,316人 で 、 前 年 に比

べ て3 ,382人(2.5%)増 加 した との こ とで ある。人 口10万

人 当 りに換 算 す る と121.2人(前 年 は119.3人)で あ る。

欧米 先 進国 と並 ぶ た め に 目標 と して い る10万 人 当 りの 医

師 数150人 には なお及 ば ない が、過 去 数 年間 の 医 大 の新 設

や学 生 の定 員 増 な どに よ って 、 こ れ か ら先 医 大卒 業 者 が

か な り増 え る見込 み なの で 、 当初 の達 成 目標 で あ った 昭

和60年 よ りは1,2年 早 く欧米 並 み の レベ ル(数 の 上 で

の)に 達 す る もの とみ られ て い る。1府 県1医 大 の政 策

に よ り、 こ れ か ら新 た に学生 募 集 を始 め る医 大 も数校 あ

るの で 、遅 くとも7～8年 後 、早 けれ ば4～5年 後 には

わ が国 の医 療 界 は かつ て経 験 した こ との ない新 しい 事態

を迎 える こ と にな る。

こ う して 、昭 和65年 には わ が国 の医 師 数 は 人口10万 人

当 り180-185人 に も な る とい う。 この数 は い さ さか穏 や

かで は ない 。人 口1万 足 らず の 町村 で も医師 が17--18人

は い る勘 定 で あ る。 道端 で 倒 れた人 に野次 馬 が群 が る。

その 中 に も必 ず 医 師 が い て 即 座 に 必 要 な応 急処 置 を と

って貰 え るば か りで な く病 院 に も運 んで貰 え る とい った

よ うな、 医療 を受 け る側 か らみ れ ば極 め て都 合 の よ い状

態 に な るか も しれ ない 。 こ れは い ささか極 端 な表現 か も

しれ な いが 、医 療 を受 け る側 に とって 都 合 のよい状 態 が、

必ず しも医 療 を行 う側 に と って都 合 がよ い と は限 らな い

こ と を も考 え る必 要 が あ る。

しか しそ れ らの 変化 は急 激 に起 こ るわ けで は な く、 医

師 自身 も、 と りま く環 境 に馴 化 しな が らま た適 合 しな が

ら変 わってい くであろ うか ら、 あ ま り先 々の と りこ し苦 労

を す る こ とも ない と さ して 気 に しない 向 きも あろ う し、

また気 に して も ど うな る こ とで も ない と諦 観視 す る向 き

もあ ろ う。

すで に20年 以 上 に も な るが 、 私達 が大 学 を卒 業 す る頃 、

年 々約3,000人 の 医 師 が っ くられていて、何 とかわが国 の医

師 数 が欧米 並 み の 人 口10万 当 り100人 に近づ きた いとい わ

れ て いた時 代 を想 い 出す 。 そ れ が現 在 すで に鳥 取 県 で は

183.9人 、徳 島県 で は179.6人 、京都 府 で は173.7人 、石 川

県 で は172.2人 で あ る とい うか ら驚 く。 こ れ らは医 師 数

が最 も 多い府 県 で あ る が医師 づ く りに与 る ものの1人 と

して、 今後 の 教 育 が い か にあ るべ きか を考 え ると同時 に

今後 の 医師 が ど う生 きるべ きか、 ど う育 て るべ き か とい

っ た面 で も十 分 考 え ね ばな る まい 。

さて現 在 わが国 の 医 師 を、従 事 して い る診療 科 目…()

z

内 は延 数,で みる と、最 も多 いの は内科 の47.9%(63,097

人)つ いで小 児 科 の24.7%(32,509人),外 科 の19.6%(

25,846人)、 消 化 器科(胃 腸 科)11.2%(14,808人),産 婦

人科9.1%(11,964人)整 形 外 科9.1%(11,951人)な ど

とな って い る。麻 酔 科 は1.7%(2,473人)と な って い る

が 、実 際 に麻 酔 の業 務 に専 従 して い る者 の数 は 目下 研修

途 上 の者 を加 えて も1,169人(0.8%)に す ぎ ない 。

数 が少 ない こ とで しば しば話 題 に な る眼 科 、 耳鼻 科 の

医 師 が 、 それ で も約5,000人 宛 い るこ と を 考 え合 わせ る

と麻酔 科 医 の 不足 は深 刻 その もの で あ る。

人 口 が わが国 の ほ ぼ2倍 の ア メ リカ で は麻酔 専 門 医 が

約12,000名 お り、なおその ほかに ほぼ 同数 の 麻酔 看 護婦 が

い る。 ア メ リカで は麻 酔 専 門医 の み で も人 口10万 人 当 り

5.8人 い るの で あ る。1974年 の統 計 に よ る と、 カナ ダで

は人 口10万 人 につ き麻 酔 科 医 は6.0人 、イ ング ラ ン ドで は

6.2入 と報 告 されてい る。 イ ング ラ ン ドや カナ ダで は 、医

師 を専 門 科 別 に多 い順 か らあ げ る と、一般 内科 、 一般 外

科 につ ぎ、麻 酔 科 が いず れ も3位 で あ る。

人 口 が約1億1,500万 人 い る日 本 で は こ れ ら麻 酔 にっ

い ての 先進 国 にお け る割 合で い く と約7,000名 の 麻 酔 科

医 が必 要 で あ る とい え るの だ が、 実際 には1,100名 程 度

で あ る から、 その不足 の状 態 は容 易 に想 像 で きよ う。専 攻

科 目 を自由選 択 に任せ ていて も容 易 に必 要 な麻 酔 科 医数 が

得 られ る欧 米 諸国 に比べて、わが国 には麻酔 科 医 が なか な

か増 え ない 、 あ るい は育 ちに くい 社会 的 背 景 と関係 要因

が存 在 す るの で あ る。 要望 が あっ て も増 えな い理 由 には 、

医師 の数 さえ増 やせ ば無 医 村 は解 消 され 、辺 地 医療 も充

実 す る とい った単 純 な考 えで は 当 た ら ない そ れ とやや 類

似 した 面 が あ る。

医 師 の数 のr.で は今で さえ欧米 先進 国 とさほ どひ け を と

らない まで に なっ てい るわ が国 の医 師 界 で 、今後 何 が必

要 で あ るか。数 の次 には質 とい うの は 易 しい が、 わ が国

で は数 その もの よ りも構 成 上 の バ ラ ンス が とれ て い ない

ので あ る。 体型 で い えば プ ロポ ー ショ ンが悪 いので ある。

質 的 向上 も さ るこ と なが ら、 バ ラ ンス の とれた 医師 社 会

の 体 型づ くりが望 まれ る し、必 要 なの で あ る。

麻酔 科 医 を志 す もの が1人 で も増 えてで き るだ け均整

の とれた姿 になって欲 しいもので あ る。 目下 の とこ ろ想像

しただけで も気 が遠 くなるよ うに遠 い麻 酔 科礎 石 づ くりの

険 しい道 程 を、生 涯 の仕 事 と して歩 む脳 裏 を去 来 す るも

の はこ うした願望 ともい える端 麗 な医師 界 の容 姿 で あ る。

(麻 酔 学講 座 教 授)
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福 山 裕

明 け ま して おめ で と うご ざい ます。

年 が改 ま り、 今 年 は第 一 回生 の 卒業 の 年 とな りま した。

よ うや く、我 が医大 か ら社 会 に巣立 って 、病 め る人 の為

に手 をの べ る時 が来 たの で す。 今 まで の長 い よ うで短 か

か っ た月 日 に、技 術 は まだ充 分 とは言 えな い と して も、

良心 的 医療 を行 な え る心構 えが身 にっ いた か ど うか 、卒

業 され る方 は静 か に考 えて みて い ただ きた い と思い ます。

私 が医学 部 を卒 業 した 頃 は 、医 師免 許 をと るや 第一 線 の

工場 医 と して働 きま した。 約 五 年間 、無 我 夢 中 で診 療 に

当 た り ま した が 、過 失 な く勤 め あ げ られ たの もあの 頃 の

若 さ と気 力の賜 物 か と思 い ます 。

あれ か ら幾 星霜 、 私 は一 年 に一・作 詩 を創 って きま した。

も ち ろん、詩 人 が書 くよ うなす ば ら しい作 品 で は あ り ま

せん が 、 その時 その時 の私 の 心 の片 鱗 を綴 った ものです。

その 詩 を、 毎年 、 賀状 に印刷 して、 いっ も御世 話 に なっ

てい る恩 師 や先 輩、親 しく して い る友人 や親 戚 に送 っ て

新 春 を祝 って参 り ま した。

そ の うちの数 篇 を紹 介 致 しま しょ う。

1976年

冬 にも な る と

雪 の 大雪 の雄 大 な姿 が

そ こまで迫 っ て くる

この北 海 道 の どま ん な かに

生 き る子 らの は しゃ ぐ姿 が

凍 て つ い た道 に続 く

あそ こ に息 子 が

そこ に娘 が

親 の あ とは継 が ない とい って は い るが

ど うや ら言 うこ とす るこ と

日に 日 に似 て くる よ うだ

1977年

しばれた道を

こまかな雪の粉が這って舞 う

寒月が高い

開院したばかりの附属病院の

灯はまばら

教えた子らの頭の中に

組みr.げ られ 息吹 きはじめた医学が

どんな灯をともしてくれるか

北の国の春は遠い

1978年

スエーデンの人は歩 くのが好 きだ

なぜだろうと考えるまえに

とにかく歩いてみよう

スエーデンの自然は美しい

多くの湖と島々 岩と緑 光と流れの速い雲

そんな風景に魅せられて

細い道を通る 氷河でけずられた岩を登る

そんな風景は季節でめまぐるしく変る

きのうは紅葉 今日はもう落ちている

そんな風景は一刻一刻変る

朝 小雨がふっても 昼には日がさす

雲の閤から洩れる真昼の斜光

そんな風景のもっとも美しい瞬間をみようと

スエーデンの人は大またにはや足で歩く

1979年

二 十年ぶりに絵筆をとる

色をまぜる

好きな色がでるまでまぜる

塗る

右下りのタッチでおさえながらぬる

ぬり⊥ったところで

うしろへさがって見る

指を輪にして目にあててのぞく

紅葉した山の間を

石狩川が遠く流れる

また筆をとる

絵筆はひとりでに動 く

こんなにも無心になれるひとときがもてる

まだ 若 さがあったのですね

こ う して 四年 も過 ぎよ うと して い ます。 十 数 篇 の詩 を

ふ り返 って み ます と、欝 の 年 も躁 の 年 も あ りま した。 無

能 な 自分 を見 つ め な が ら、 そ れ を補 うに は、 人生 の一 瞬 、

一瞬 の 努 力 しか ない と いい きかせ て歩 んで きた足跡 です
、

(公 衆 衛 生学 講 座 教授)
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旭川医科大学談話会

第37回 、 第38回 、 第39回 の旭 川 医科 大 学 談話 会 は、 そ

れぞ れ昨 年10月18日(水)、11月15日(水)、 本 年1月17日

(水)に 行 わ れ ま した。

本号 で は第37回 談 話 会 の平 野 助 教授 に よ る講演 及 び 第

38回 談 話 会 の 大神 助 教授 に よ る講 演 の 内容 を紹 介 します。

(学 生 課)

一 一一■ 第37回 談 話 会 昭和53年10月18日 開催 ■

並書文字の音価をめぐって

平 野 日出征

朝鮮 が 自己の 文 字"諺 文(ハ ング ル)"を 持 った の は

李 朝四 代 の]1世 宗1443年 の こ とで あ る。王 は1446年 「訓

民 正 音」 の 名で それ を公布 した。諺 文 は要素 文 字 と して

は表 音的 で あ るが、 要 素 文字 を組 み 合 わせ音 節 文字 が 作

られ る。 文 字 の単 位 は音節 文 字 で 、原 理 を中国 の漢 字 に

求 めた 、,した が つて 、諺 文 に お いて文 字 の 二 大原 理 が ひ

とつ と なっ て い る。

要素 文 字 は表 音 的 で あ り、 文字 の 音価 は比 較 的容 易 に

知 り うる。要 素 文 字 が組 み合 わ され た子 音要 素 文字 に各

自並 書1.1、[[、 出 、スス、 ぺK、00と 合 用並 書石 、/ぐ[、細 、

(x又)お よ び 田 、d[、 目んbズ 、目E、目パ1、口潮 が あ る。 これ

らの 文字 が い か な る言語 音 を表記 す るの か につ いて 、 各

自並 書 の場 合 、 訓民 正 音 に 「全 清 並 書則 為全濁 。以 其全

清 之聲 凝 則 為 全濁 。 」 、 「コ木 之 成 質 。 「木 之盛 長 。11

木 之老 壮 。」の 記述 のみ で あり、合 用 並書 につ い て は、用例

の み で 、 当時 の 音価 解 明 は 言語 学 的 方法 に拠 らね ば な ら

な い。 並 書文 字 の音 価 は音韻 史⊥ 重 要 な意 味 が あ る。

音価 推 定 には 当該 言語 の与 え る内部 的 証 拠 によ る方 法

用字 法 の 変 動 お よ び音 韻 変化 に よ る混 記 、 と比 較 言 語

学 的 方法:祖 語 を同 じ くす る諸 言 語 の語 い との比 較 、 が

あ る。 外国 人 によ る当 該 言語 の語 い の 表 音的 表 記 も傍 証

と して 利 用 出 来 る。 この場 合 、比 較 言語学 的 方 法 は有 意

昧 な資 料 が乏 し く利 用 出来 ない 。合 用 並 書の 音価 に問 題

を限定 す る、,

〕文 字 が先行 す るd系 並 書 は16世 紀 後 半 か ら17世 紀 に

暫 ～告 、坐]己1[ト 頃 己にト 廻 己匡 トと混 記 され る語 が あ ら

わ れ るこ と、直 削 ～苫 丞]一二 賜(n>m)の 同 化現 象 よりd

系 合用 並 書は 両 唇音 を先 行 妾に もつ こ とを知 る。 また 、

暫 今Lト0畦 込酬 己ト・暑日絹H～晶 膚Hよ り この両 唇 音が内 破 音

で あ る こ とを知 る。混 記 の例 は 声門 閉鎖 音 化 によ る もの

で 、訓 民 正音 当時 目系 合 用 並書 は両 唇 内破 音 十 単音で あ

る と推 定 出 来 る。15世 紀 以 前 、 日合用 語 と非 合 用語 の 交

替 巽 トTI、 実i委 ～委[ト 、史 一旨～食 号 は 目が内 破 音化 して

4

お りス 、CI(;z、 入 が継 続 音 の た め 日内破 音 存 否の 区

別 が困 難 に なってい ることを示す 。暫 に対 す る和漢 三才図

絵 ピサ ル 、朝 鮮物 語 ピサ リの 日本語 に よ る表 記 は 、L」が

内破 音で あ る こ との傍 証 とな る。

人 文字 の先 行 す る並 書 も語 中 で 、梁 フト7ト 研 、灸 合 ヱ

～孟 含エ 、交 里[卜 ～刀 型[ト の混 記 が あ るが 人 を口蓋 継 続

音 と考 える こ とは 出来 ない、、終 声 と して の 人 の音価 は、

辰スムLLCス4の 表 記 よ り入 ～[の 交替 が あ りiii内 破

音あ るい は後 続f音 を声 門t+化 す る 音と 考 えねば な らな

い。 中 期朝 鮮 語 はGと い う後 続1FBIを 声 門i化 す る[1を

表 記 す る文字 があ り、己終 声 の時 、1壬として、使 用 され る:

Lトフト酷フトLト フト留フフト、[=9捲 古z:暑z(こ の例 のll、

[〔は 各 自並 書 の音 価推 定 の 資 料 とな ろ う)."人"は 複 合

語 形 成 時 に中 間 音 砥 ト衆 人)と して 用 い られ る:右 人著

[ト～ 孜 号[ト～右 薯[ト。 中 間 音の人 とOが 同 一・音 を示 す こ

とは さト湊 些 暑:6ト 歯 田己トの例 か らX11ら かで 、人系 合用

並 書 の 音価 は声 門閉 鎖F`iで あ る と推 定 され る、,人系 合

用 並書 の"人"は 、 声門 緊張 を作 る と きF/がiiiに 触 れ

るゆ えに、入 りわた りと して分析 された結 果 と想 定 される,、

"己"終 声 の時 舌尖 は硬 口 蓋 に接 触 して い るた め"人"で は

な く0あ るい は後続 音を表 記 す る 文字 を,jj;ttした と想 定

出 来 る,、人 系 並 書の 音価 が声 門閉 鎖 爵で あ るか ら、臨1、

目K[は 両 唇内破 音+声 門 閉鎖[Jと 推 定 される。和漢 こ担ヌ1

絵 のaに 対 す る ス タ グの 表記 は 、 日 本語 には 表記 す る文

字 が な いた め"ス"を 用 いた の で あ ろ う。

人系 並 書人人 をもつ 語 は 、馳【i時坐[ト～ム[ト、人ト量[ト～ん←

堂[トの よ うに混 記 され て い る、,また/(スが16阯 紀以 前 には

語頭 に は あ らわれ ない。 こ れは 、"人"、"ス"が 日 蓋継 続

;r.ttで声門 緊張 を作 る こと が比 較的 難 し く、弱 い ため で あ

る と思 われ る。

単音 で あ る声 門 閉鎖 音の た め に 人系,ii;cを 用 いた の は

わた り音は とも か く、文 字 体系 の うえか ら 臥]、 臥[、転1

転[、 側 と考 えた結 果 な の か も しれ な い。想 像 にす ぎ な

いが心 を ひか れ る見 方で も ある。

最 後 に、 各 自並 書 の音 価 につ い ての 説 と して 有声 音 と

す る もの と声 門閉鎖 音 とす る もの が あ るが 、 この文 字 は

朝鮮 語 音 を表 記す る もの と して は語 中 に あ らわ れ るの み

で あ るこ と を付 記 して お きた い。 ま た方 言で は",ぺ 断を

保 存 して い るこ と があ る こ と も否定 出 来 な い。

(英 言吾 且力孝文非受)

第38回 談 話 会 昭和53年11月15日 開催 ■

CTス キ ャ ノ

正一郎

1971年 英 国 のEM1社 で 開 発 された頭 部 用CTス キャ ナー

(ComputedTomography)1よ 、1895年X線 が 医学 へ 導 入

されて以 来 、医学 の 最 大 の進 歩 と絶 賛 され 、非 常 に高 価



な装 置 に も拘 らず(頭 部 用1億 円 以 上 、 全身用3億 円以

」=)、驚 くべ き ス ピー ドで 全 世 界 にn及 して い る。LI本

で は 導入以 来3年 余 の間 に、既 に300台 を越 え ア メ リカ

につ ぐ世 界第 一二位 の保 有 国 とな って い る。 しか も近 年次

次 に改 良 が加 え られ 第4世 代 と云 われ るCTは 、スキ ャ ン

時 間(2秒)や 画 像 再生時 間(0秒)の 著 明 な短縮 、飛

躍的 な解像 力の 向kを な し とげ更 に、画 像tの 計測 、X

線 吸 収 値 の瞬 時 表示 、 希望 部位 の拡 大、 ス キ ャ ン部 位 の

正 確 な確 認 、水平 断 像 か らコ ン ピュ ーターによ る前額 断 、

乖直 断 像の 瞬時 作 成 等 、診 療 に便 利な附 属 装 置 を組み込 む

に至ってい る。頭 部 用CTの みな らず全身 用CTも 精 度 が向上

し、肝 、膵 、腎 、肺 、縦 隔 、脊髄 等 の 病 変 に威 力 を発 揮 して

い る。CTの 歴 史 をみ ると、1916年 オー ス トリア の数 学 者

Radonの 理 論 が基 盤 で 日 本の 高 橋 信 次 博 士 の 廻 転 断 層

撮 影 法 も大 なる寄 与 をな した が 、何 ん と い って も米 ソの

宇宙 開発 競 争の 副産 物 と して小 型 コ ンピ ュー ター が登 場

した時 期 と一・致 して結 実 した感 が強 い。 この コ ン ビュ ー

ター の利 用 が されて初 め て 可能 で あった診 断装 置 で あ る。

CTは コンビi一 ターとX線 断 層 撮 影 を結 合 した もので 、細 い

X線 ビー ムで 人体 を横 断的 に走 査 し、X線 吸収 の 微細 な差

をコ ン ピュー ターで 瞬時 に算 出 し、組 織 の密 度差 と して

ブ ラウ ン管 ヒに描 出 させ る シ ステ ムで あ る。 原理 的 に は

従 来のX線 装 置 と同 じくX線 を人 体 に照 射 す るが 、従 来

のX線 写 真 は その デ ー タ をフ ィルムLに 撮 影 して い たの

を、CTで は フ ィル ム よ り100倍 位 精 度 が高 い検 出器 を代

りに使 用 しコ ンピ ュー ター を利用 して デ ィジ タル処理 を

して い る,,こ れ が決定 的 な違 いで ある。初 期 の装 置 は1mm

×1mm×10mmの 大 き さの細 片 に頭 を分割 し、 その4万 数

rの 細 片 を未 知 数 とす る連 立 方程 式 をコ ン ピュー ター に

解 かせ 、 その結 果 を10段 階 の 白黒 調 に 分類 して図 示 させ

てい る が、時 問 が か か る為 、最 近 は コンボ リュー シ ョン

法 とい う解 析 的 ア ル ゴ リズ ム が使 わ れ てい る。CTス キ ャ

ンの特 徴 と して は 、患 者 に全 く苦痛 を与 えず 、短時 聞で

精度 の 高 い組 織 の断 層 像 が得 られ る事 で あ る。 そ の た め

小 児で も重 症 者で も 、 く りか え し検 査 が可能 な事 、 又1

回 の検 査 でX線 被 曝 量 は頭 部X線 単 写1～2枚 分 にす ぎ

ずX線 被 曝 量が 少 ない 事 も あ げ られ る。画像 の 精密 さは 、

X線 写 真 と比 較 す る と格 別 で 脳 室 と脳 実 質 との 区別 は も

とよ り、 白質 と灰 白 質 も 見分 け られ る。従 って脳 外 科 領

域 で は 水頭 症 、脳 形 成 不 全、頭 蓋 内 腫瘍 や 血腫 、脳硬 塞 、

Ilsi変 性 症 ・…等解 剖 学的 病 変 を明瞭 に描 出 す る。 具体 的

に臨 床 面で 役 ㌍)て い る点 と して、脳 出血 と脳 硬 塞 は 治

療 法 が逆 で あ りその鑑 別 に今 迄 は苦 慮 して い た の がCT

では 明瞭 に鑑 別 で きる事 、脳 腫 瘍 も血 管 の偏 位 や脳 室 の

変形 等 か ら間接 的 に読 影 され て いた の が、 その拡 が りは

も とよ り造 影剤 の 静 注 に よ る増 強 法 を加 え病理 学 的 質的

診 断 まで か な り可能 とな った 事 、 多発 性 腫瘍 の存 在 が簡

単に分 かる 事、術後 腫 瘍摘 出の確 認 や 再発 の 早期 確認 、 緊

急 丁術 が必 要 か ど うかの 素Ctf.い適確 な 判断 、Co照 射の照

射 部位 決 定 やfollowup・ ……・等 々枚 挙 にい とまは な く今

や脳 神経 外科 に と って は欠 く事 の出 来 な い1…要 な検査 法
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に定 着 して きた。 ま さにCTはRLけ るautopsy」 と云 っ て

も過 言 で な く、 ア メ リカ を は じめ 日本 で も病 理 解剖 はC

Tの 断 面 に沿 って切 片 を作 成 す る教 室 が増 えて い る し、

MedicalWorldNewsに よれ ば、米 国 で はCT導 入 以

来 、脳 血管 撮 影15%、 脳 スキ ャ ン35%、PEG60%も 検 査

数 が減 少 した と報 告 され、脳 神 経 外 科 の教 科 書 は大 幅 な

書 き換 えが な され つっ あ る。確 か に苦痛 を伴 な う従 来 の

検 査 に とって 代 わ る部 分 が 多 く、患 者 にと って は福 音 で

あ るが 、何 ん で もCTと 医 師 が安 易 に飛 びっ くの は問題 で

あ る。検 査 法 には各 々得 意 とす る面 が あ り、 て ん かん 等

脳 の機 能 的 異常 は脳 波 検査 が 、脳 動脈瘤 や1血管 閉 塞 、 又

手 術 を考 え る と きは脳血 管撮 影 が優 っ て い る。CTも 頭 蓋

底 部 、頭 頂 骨 直 ドや大 後 頭孔 周 辺 等 は骨 の 影響 で 苦Tで

あ る。 又当 初 は 有利 な点 と考 え られ た低X線 被 曝 も、情

報 量 の増 大 とス キ ャ ン時 間短 縮 の た め にX線 照 射 量 が 必

然的 に増 え、 む しろ将 来 問題 が生 じな いか と危 倶 され て

い る し、 社 会的 に もCTの 乱 用 によ る医 療 費 の増 大 もいず

れ問題 に な る と思 われ る。種 々問題 は あ るが臓 器 の静 的

CT像 はほんん ど完 成 の域 に到達 して い る と考 え られ る。

さ らに進 ん でCTに よ る動 態像 の観 察 もは じまって い る。

第4世 代 のCTは 全周 に検lii器 を配 しX線 管 を連 続 回転 さ

せ て い るが 、X線 管 の 数 をふ や せ ば回 転 させ る必要 が な

くな り高速 化 を一 層進 め られ る し、全電 子 方 式 の超 高 速

CTも 研 究 中 で あ る。米国 で は28本 のX線 管 とテ レビ を川

い心 臓 動態 像CT装 置 が開発 中 とい わ れて い る。又体 外 か

hの 照射 で な くRIを 使 用 し、 ポ ジ トロ ンカ メ ラに よ るC

T-tジ トロ ンCTま たはEmissionCT一 も既 に運 転 中で、

近 い将 来電7ビ ー ム を使 用 しブ ラ ウ ン管 ヒに臓 器 が動 く

様 ∫一が 見 られ る 日がや って くる し、 そ うなれ ば 各臓 器 の

血 液 循環 や代 謝 まで も測 定 ・r能と い う。 将 来 の夢 は さて

お き、遅 れ ばせ なが ら旭 川 医 大 に も今年 度 中 に 全身 用C

T装 置 の 設 置 が確 実 視 され て い る事 は非 常 に喜 こぶ べ き

事で あ り.一日 も早 い設 置 が望 ま れ る。

(脳 神経 外 科 学講 座 助教 授)

昭 和53年 度 学 生 団 体

本学 で は、体 育 系28、 文化 系22の 届 出 学 生団 体 が活 動

して い ます 。 各 サ ー クル の 責任 者 は次 の とお りです か ら、

加 入 を希 望 す る学 生 諸 君 は 、直 接責 任 者 宛連 絡 して 下 さ

い。(学 生 課)

昭和53年 度 学 生 団体 一 覧

(昭 和53年12月19日 現 在)

体育系学生団体 文化系学生団体 合計

団 体 数 28 zz 50

加入学生数 522 267 789



(体 育 系)

体 育 系 団 体 名 会員数 責 任 者 顧問教官

ラ グ ビ ー 部 26 清水 重男 鮫島 夏樹

準 硬 式 野 球 部 20 稲葉 雅史 池田 浩之

卓 球 部 27 外木 秀文 岩淵 次郎

陸 上 競 技 部 ii 稲尾 茂則 美甘 和哉
ス キ ー 部 23 岩原 敏人 東 匡伸
ゴ ル フ 部 24 八木原一英 斎藤 孝成

ボ デ ィ ビ ル デ ィ ン グ 12 石川 雅嗣 芳賀 宏光

硬 式 庭 球 部 42 妹尾 秀雄 松嶋 少二
バ ド ミ ン ト ン 音「t 26 小原 敦史 晴山 雅寛
バ ス ケ ッ トボ ー ル 部 17 宮津 誠 熱田 友義

空 手 道 部 17 片山 英昭 佐藤 利宏
柔 道 部 12 大木 康生 青木 藩
サ ッ カ ー 部 18 宮本 守孝 水戸 廻郎
バ レ ー ボ ー ル 部 23 玉手 健一 倉橋 昌司

剣 道 部 18 仲谷 了 原田 一典

山 岳 部 15 石川 直 八幡 剛浩

弓 道 部 30 岡崎 慎哉 黒島 農汎

徒 歩 旅 行 の 会 18 品田 雅博 笹森 秀雄
ア ー チ エ リ ー ク ラ ブ 7 工藤 育男 丸子 基夫

少 林 寺 拳 法 部 10 竹嶋 康人竹光 義治

自 動 車 部 18 三r.淳 一 晴山 雅寛

大東流合気武道クラブ 4 星川 義人 中島 進

軟 式 テ ニ ス愛 好 会 26 竹居田和之 宮岸 勉

硬 式 テ ニ ス同 好 会 33 丸山 純一 河原林忠男
ス ポ ー ツ 愛 好 会 11 道籔 裕 石井 兼央
ス イ ミ ン グ ク ラ ブ 12 永野 哲 竹光 義治
ど う だ う か い 7 松岡 輝樹 宮本 健司
ア イスホ ッケ ー ク ラブ 15 伊藤 善也 美甘 和哉

(文 化 系)

文 化 系 団 体 名 会員数 責 任 者 顧問教官

写 真 部 12 錫谷 達夫 星野 了介

英 会 話 ク ラ ブ 14 伊藤 博之 保坂 明郎
軽 音 楽 ク ラ ブ iz 吉村信一郎 岡田 推勝

音 楽 集 団 飛 行 船 7 長谷部直幸 市原 和夫
医 療 研 究 会 28 佐々木 悟 鮫島 夏樹
落 語 研 究 会 8 藤岡 文夫 仲西 忠之
天 文 ク ラ ブ is 工藤 伸一 吉田 逸郎
茶 道 部 20 吉田千登美 吉田 征子

脳 研 究 会 5 宮坂 史路 青木 藩

聖 書 を 読 む 会 7 今村 昌幹 黒田 一秀
桟 敷 文 の 会 23 伊東 隆雄 岡田 雅勝
チエリー ・ハ ー ッ・クラブ・バ ン ド 7 藤沢 真 高村 孝夫

映 画 研 究 会 ii 中lla桂 司 岡田 雅勝

将 棋 部 23 大島 英二 上口勇次郎

室 内 遊 技 研 究 会 15 佐々木公則 寺山 和幸

料 理 研 究 会 9 石田 明美 市原美喜子
ド イ ツ 語 研 究 会 6 辻 和之 丸子 基夫

Jazz研 究 会 9 布村 健… 大熊 憲崇
科 学 論 研 究 会 6 野中 聡 中島 進
囲 碁 同 好 会 12 山下 努 芳賀 宏光
ARCADIA(ア ルカディァ) 11 木村 浩一 原田 一典

美 術 同 好 会 6 多田 博 小川 秀道

G

Jazz研 コ ン サ ー ト大 盛 況

旭 川 の4大 学 が ジ ャズ の合 同 コ ンサ ー トを開 いた 。

本 学 の ジ ャズ研 究 会 を中心 と して 、旭 川大 学 、 東海 大

学 、教 育 大学 の ジ ャズ研 が、 去 る12月9日(土 曜)夜 、

ジ ャズ喫 茶 「メ キ シ コ」 で 「旭川4大 学 ジャ ズ研 コ ンサ

ー ト」 とい うタ イ トルで 演 奏 会 を行 な った
。 会場 が喫 茶

店で い くぶ ん狭 く、 新聞 な ど に紹 介 が出 たせ い もあ っ て

当 日は、 開演30分 前 には満 席 とな り、 開演 後 は 立 見客 が

現 わ れ るほ どで あ った 。

コ ンサ ー トの 前 半 は4大 学 混 合で 選 手交 代 し なが らの

熱演 で あ っ た。 後 半 はふ だ ん 演奏 して い る メ ンバ ー に よ

るもの で 大 きな盛 りLが りの 中 に も落 ちっ きを もっ た演

奏 で あっ た。 曲 目は 、ハ ー ビーハ ンコ ックの 「処 女 航 海」 「へ

の よ うな ス タ ン ダー ドナ ンバ ー か らクロ ス オー バ ー と呼

ば れ る もの まで 幅 広 く、聞 いて いて 盛 り上 が りを感 じ さ

せ る構 成で あ った 。

今 回 の コ ンサ ー トにつ い て特 筆 す べ き点 は 、先 ず 、学

生 ジ ャズ不 毛 の地 旭 川 に、 市 内の4大 学 の 学 生 が 力 を合

わせ て 新 しい時代 の訪 れ を宣 言 した 事で あ る。音 楽 の ジ

ャ ン ルの 中で も ジ ャズの 分野 に お いて 、演 奏者 が現 在 ま

で 出 て 来 な か った 事 は、 人 数 の 多少 で は な くその 他 の原

因 が有 っ たの か も しれ な いが 、 そ こ に突 然 出演 者11名 の

コ ンサ ー トを開催 した と い う事 は、 評価 すべ きで あろ う。

次 に、 ジ ャ ズ、 あ るい は音楽 その もの だ けに こだ わ ら

ず 、 よ り広 い視 野 で聴 衆 を をむ かえよ うとす る姿 勢で あ る。

つ ま り視聴 覚 機 器 を使 用 した り、 ス ピー カー を観 客 の 左

前方 と右後 方 に置 き、音 の 定位 を移 動 させ る事 に よ り、

聴 衆 に とっ て 自分 の頭 が ぐら ぐ ら振 れ る様 な錯覚 を与 え

る実 験 を行 な った り した事 で あ る。

コ ンサ ー トは、7時 半開 演 で9時 半終 了の 予定 が 大幅

にお くれ た に も か か わ らず 最 後 まで 多数 の聴 衆 が聞 き入

って いた 。学 生 の コ ンサ ー トで あ る だ けに 、聴衆 も学 生

が 多 く、 会場 も若 さ にあふ れ、演 奏 者 と聴 衆 とが ひ とつ

と なっ た。

コ ンサ ー トを振 り返 っ て 、反 省点 な ど も多数 あ るが 、

そ れ らをひ とつ ひ とっ 克 服 して、 よ り良 い演奏 、 よ り良

い ジ ャズ研 を目指 し、 今後 も活 動 をつ づ けて行 きた い と

思 う。

(Jazz研 究 会)
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■ 生 理 学 第二 講 座 ■ 青 木 藩

当講座 は開講5年 目 を迎 え、 今 や研 究活 動 も完 全 に軌

道 に乗 った 所で あ る。 研 究 内 容 か らは神 経 生理 学 教 室 で

あ るが 、一般 に は研究 用 の ネ コ集 めの教 室 と言 っ た方 が

通 りが い いか も知 れ な い。 現在 の ス タ ッフは 、少 壮 気鋭

の 森教 授 の も と、 青木 助 教授 ・西 村助 手 ・森 口事 務官 ・

研 究生4名 か ら構 成 され て い る。

研 究 室 と して の 目標 は 、 「臨 床 との連 携 を保 ちつつ 、

電 気生理 学 的 手法 を も と に、中 枢神 経 系機 能 の 総 合的 解

明 を目 ざす」 と言 え よ うか。 研 究 テ ーマ も した がっ て1)

運 動 機能 、2憾 覚 機 能 の2部 門 に大別 され 、相 互 に連 関

を保 ちつっ 、能 率 的 に研 究 が進 め られて い る。

こ こで少 し く具 体 的 に現 在 の研 究 内 容 を紹 介 す ると、

運 動 機能 につ い て は、 その シ ャー プ な洞察 力 を誇 る森 教

授 を先頭 に、 「四 足 動 物 の歩 行運 動 の神 経 機構 の解 析 」

が行 わ れ て いる。 これ は最 近 、 ネ コの脳 幹 にい わ ば歩 行

中枢 とも呼 べ る部位 が 見っ か り、 こ こを微 小電 気刺 激 す

る と、 ネ コが トコ トコ歩 き出 すの で あ る。 当教 室 で 、 こ

の中枢 か ら脊髄 へ の ド行 経 路 ・網 様体 の歩 行調 節 機構 な

ど に関 して 、陸 続 と して 重 要 な発 見 が な され 、 そ れ らの

新 知 見 は国 内外 の 学 会 ・専 門誌 上 に発表 され 、旋 風 的 と

も いえ る反響 を巻 き起 こ して い る。

… 方 、感 覚 機能 に関 して は 、 自称温 厚 紳 士 た る青 木助

教授 担 当で 、 「感 覚 情 報 の運 動 調節 に果 す役 割 」 とい う

新 しい視点 か ら、 ネコ ・サ ル につ い て、 微小 電極 によ る

神経 活 動 の 記録 が行 われ て い る。 さ らに臨床 と直結 した

テー マ と して 「中枢 神経 系 の傷害 後 の運 動障 害 と機 能 の

卯 伸門畔i

回復 」 の 問題 にっ いて 、 サ ル を用 い て慢 性 実 験 が進 め ら

れ て い る。

こ れ らの実験 研 究 の膨 大 と もい えるデ ー タ処理 に は、

最近 導 入 された コ ンピュ ー ター が駆 使 されつ つ あ り、 こ

こは 当教 室 の 独身 貴 族 た る西 村助 手(阪 大基 礎 工 出身)

の独 壇場 となっ て い る。

臨 床 面 か らの 協同 研究 者 と して 、渡 辺(麻 酔科)・ 富

山(耳 鼻科)・ 大橋(市 立 病 院整 形)・ 江 端(札 医 麻 酔

科)の 諸氏 がそ れ ぞ れの 分野 の テ ーマ を持 ち、 主体 的 に

研 究 に取 組 ん で い る。

最後に、これらの実験 ・研究活動の支え役として、タ

イプ ・事務処理 などの繁雑な仕事を一手にこなし、感謝

されっっ頑張っているグラマラス森口女史の活躍を特記

しよう。

(生理学第二講座 助教授)

大学院及び卒後研修説明会

本学大学院及び卒後研修に関する説明会が、第5・ 第

6学 年学生を対象として、去る11月16日(木)午 後4時

30分 から午後6時 まで臨床第1講 義室において開催 され

ました。説明会には第6学 年学生65名 が出席 し、 「臨床

研修カリキュラム」等の各資料に基づき下田 ・黒田両副

学長から説明を受けました。

説明の要旨は次のとおりです。

1.本 学の大学院設置構想

(1)本 学 大学院の設置目的は優れた研究者を育成する

ことである。なお大学における専門教育と研究は両

者一体のものであり、優れた研究者を育成すること

は優れた教育者を育成することである。

② 現代医学は自然科学、殊に生物科学を基盤にして

高度に進歩しているため、医学研究体系も、基礎医

学、臨床医学の区分や講座制にとらわれることのな

い組織構成が必要である。

(3)学 生募集は、現在審査を受けている設置構想が認

可され、新年度の予算が成立 してからになる。

2.臨 床 研 修

(1)医 師法第3章 の2の 規定に基づき、体系づけられ

た卒後教育を行い、医師としての資質向上を図るこ

とを 目的 と して本 学 附属 病 院 を臨 床 研修 の場 とす る。

〔2)臨 床 研修 の期 間 は、原 則 と して採 用 の 日か ら引 き

続 き2年 間 と し、身 分 は非 常 勤 の国 家 公務 員で あ る。

採 用者 数 は 予算 の範 囲 内 と され て い る。

(31研 修 医 には給 与 及 び 実績 に応 じた通 勤 手 当、 特 殊

勤務 手当 が支給 され る。

〔4)研 修 の コー ス は 、 ス トレー トコー ス及 び ベ ー シ ッ

クロ ー テ イテ ィ ング コー ス で あ る。

(学 生 課)
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動 物 慰 霊 碑 入 魂 式

去る昭和53年11月1日(水)午 後1時 から動物慰霊碑前

において動物慰霊碑人魂式及び昭和53年 度動物慰霊祭が

行われました。この動物慰霊祭は慰霊碑の完成に伴い初

めて行われたもので、開式の辞のあと神主による修祓、

降神及び祝詞奏 ヒ、続いて学長、水戸動物実験施設長及

び参会者の罫で次々とK串 拝礼が行われ、研究に提供さ

れた動物の精霊が供養されました。

(学 生 課〉
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卦 報
去る昭和53年11月24日(金)、

秋田大学医学部附属病院に

おいて第5学 年学生茜谷敏

雄君(24歳)が 赤白血病のた

め逝去しました。茜谷君は

秋田県立秋出高校を卒業し、

本学の第1期 生として入学、

熱心に勉学する傍 ら課外活

動 で も昭 和49年 に は映 画 研究 会 を設立 し、初 代 の

部長 と して活 躍 して い ま した 。

こ こ に慎 んで 茜 谷 君 の ご冥福 を お祈 り します。

一故人の御父君 から本学附属 図書館 に故人の利用 して

いた医学 専門書及 び雑誌180冊 余 りを寄贈 してい た

だきま した。一

(学 生 課)
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並 木 正 義

■ 無 名戦 士 の墓 の 小 道 ■

次 回 は旭 川医 大 で… 番 評 判 の わ るい もの につ いて書 く、

と予告 の 一 行 を いれ た こ とが意 外 な反 響 を呼 ん だ。「こ ん

ど は誰 の こ と を書 くので す か」、「あ の 職 場 の こ とです加

「きっ と あの こ とで し ょ う」 とか言 わ れ た り、 な か には

思 いも よ らぬ こ と をわ ざわ ざ知 らせ て くれ るひ ともいた。

微 妙 な人 間 心理 を かい まみ た感 じが した。 なに を勘違 い

して い るの か 、私 は評 判 の わ る い もの につ い て書 く と言

っ たので あっ て 、 ひ とにつ い て書 くつ も りなど毛 頭 なか

っ た。 だ いた い旭 川 医大 には評 判 の わ る いひ とな ど一 人

もい ない。

で は 、一 番評 判 の わ る い もの と はい っ たい な んで あ ろ

うか。 そ れは研 究 棟 と病 棟 をっ な ぐ渡 り廊 下 で あ る。n

は一・見立 派 に な って い る か ら、 かつ て の"冷 凍 廊 下"の

こ とだ ろ うと思 われ るか も しれ な いが 、 ひ とた び悪評 を

か った もの は 、 いっ まで も それ がっ きま と うの か、現 在

もや は り評 判 は よ くな い。 以 前 の こ と しか知 らな いひ と

か ら 「あの 廊下 は今 もあ るの で す か」、「あ の 廊 下 は ど う

な って い ますJな ど とよ くきか れ る。教 室 を訪 れ た外 国

人学 者 か ら、旭 川 医 大 で一 番 印象 的 で あ った の は、 冬 の

あの 廊 下 だ っ た とい う手紙 を も らい、国 際 的 評価 を うけ

た廊 下 に思 わず 苦 笑 した こ と もあ った 。 しか し、 あの"

冷 凍 廊 一ド"は"冷 頭 廊 下"の 意味 もあ り、 カ ッカ した 者

の頭 を冷 やす の には効 果 的 で 、 それ な りに利 用価 値 もあ

っ た し、懐 か しい 気 もす る。

何 度 か手 が加 え られ 、 ど うに か廊 下 ら しくな り、 暖 房

もっ いた。 しか し、 ど うみ て もスマ ー トな廊下 とは 言 え

な い。 私 は この 廊 ドを通 るた び に、 た び たび訪 れた あ る

外国 の無 名戦 士 の 墓 の小 道 を思 い出 す 。 も っ とも金属 性

の無 名 の墓 標 が14個 た ち並 ん で い る様 は、 あま り に も殺

風 景 で あ る が、 墓場 の小 道 を歩 くと きの あの い い知 れ ぬ

感 慨 にふ と お そわ れ る こ とが あ るの は 不思 議 で あ る。

建 築 家 のT氏 が昨 年 の暮 に もまた や って きた。 外 国 に

出 か け る前 に は、 いつ も き まって 胃 の精 密 検査 に東 京 か

ら くるので あ る。 こん どは 立派 に なっ たで し ょ うと、 墓

場 廊 下 を並 ん で 歩 い て い る と、「暖 房 装置 の つ け方 といい、

この 廊 下 は根 本 的 に 問題 が あ る。 第… あた た か くない で

しょ う。 こ れ は田舎 の たた き大工 の仕 事 だ ね」と言った。

素人 目 には よ く見 えて も、 專 門家 の 目か らみ ると 、 なっ

て い ない ら しい。 だ が 、 そん な こ とは ど うで もい いの で

あ る。 問題 は、 まが りな り に も現 在 の よ うな廊下 が出 来

るの な ら、 なぜ 初 め か ら そ う しな か ったの か とい うこ と

で あ る。 も ち ろん そ れ な りの 事情 と理 由 が あっ たの だ と

思 う し、想 像 もっ く。 しか し・……・、 も うこれ 以 ヒ言 うの

は よ そ う。 いず れ に して も今 あ る あの廊 ドは"お 役 所 的

仕 事"の 典 型 的 な もの と して 、好 感 をいだ かれ ぬ ま ま旭

川 医 大 の歴 史 に残 るで あ ろ う。

(内 不斗学 第 三言薄座 孝文手受)
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